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開催概要/出展者・来場者数
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名 称
nano tech 2023 
第22回 国際ナノテクノロジー総合展・技術会議

日 時

展示会開催（東京ビッグサイト）：
2023年2月1日（水）～3日（金）10:00～17:00
オンライン展示期間：
2022年12月1日（木）～2023年2月28日（火）

会 場 東京ビッグサイト東1・2ホール＆会議棟

同時開催展

開催日 天候 来場者数

2/1（水） 8,653名

2/2（木） 10,750名

2/3（金） 11,734 名

3日間合計 31,137 名

来場者数（同時開催展合計）

40,170 名

※オンライン参加含む

東京ビッグサイト来場者

ブース出展者

オンライン出展者

366
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国内：291 / 海外：79

国内：287
海外：79

国内：4
海外：0

小間数

海外出展者

402

１５カ国

国内：347
海外：55

カナダ、ポーランドカナダ,ドイツ,スイス,中国,韓国,アメリカ,
オーストリア,ベルギー,マレーシア,ノルウェー,台湾,チェコ,
オランダ,フランス,スウェーデン

出展者数（nano tech 単独）

370 団体



リアル展（従来）
・ブース内実施施策
・会場内セミナー

オンライン
来場者：オンラインでも充実した情報収集可能

オンラインセミナー視聴可能

出展者：各社最大10製品まで資料/動画掲載
オンラインセミナーでPR

ハイブリッド開催

Point

1.情報発信・取得機会の増加

リアル展（従来）
・当日に対面でのブース内商談
・会場内で人脈作り、交流（偶発的な出会い）

オンライン
ビジネスマッチングシステムで会期前に商談設定

2.商談機会の最大化
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特別シンポジウム ※各講演の詳細はオフィシャルウェブサイトへ
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主催者企画として37講演を実施
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特別シンポジウム ※各講演の詳細はオフィシャルウェブサイトへ
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nano tech 大賞 2023

先進性/実用性/事業性などが総合的に優れており、社会/産業的な貢献も期待できる製品・技術

最優秀出展者として「nano tech大賞」および優秀出展者として各「部門賞」を下記の評価基準でnano tech 実行委員が審査を行い決定します。



nano tech 大賞 2023

7

上記大賞に準じる製品・技術のうち、特に優れているナノ材料技術・製品

上記大賞に準じる製品・技術のうち、特に優れている計測・評価・分析技術・製品

上記大賞に準じる製品・技術のうち、特に優れているナノ加工技術・製品

産・学の連携によって高度な技術開発が行われ、その事業化が有望視されるもの

海外出展者を対象とした特別賞

ビジネスマッチングシステムを通じて獲得した商談件数が最も多かった出展者

グリーントランスフォーメーションに貢献する技術

特別協賛社として日刊工業新聞社が独自に審査・選定



主催者企画特別展示

ナノカーボンのあらゆる用途開発のためのオープンソリューションをコンセプ
トにナノカーボン材料・計測・製造プロセス等27社が出展いたしました。

第4回ナノカーボンオープンソリューションフェア
共催： ナノテクノロジービジネス推進協議会 (NBCI）
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出展者名 小間番号

GSIクレオス 1W-13-A

常光 1W-13-E

NSC 1W-13-B

日本ゼオン 1W-13-F

インキュベーション・アライアンス 1W-13-C

高圧ガス工業 1W-13-D

Bergen Carbon Solution 1W-13-G

北越コーポレーション 1W-13-17

仁科マテリアル 1W-13-01

日本資材 1W-13-15

FCM 1W-13-05

花王 1W-13-03

サンアロー 1W-13-07

堀場製作所 1W-13-09

楠本化成 1W-13-13

美粒 1W-13-10

戸田工業 1W-13-11

マイクロフェーズ 1W-13-02

双日 1W-13-12, 14

大日精化工業 1W-13-18

StatPeel 1W-13-19

日本電気 1W-13-16

シーズテクノ 1W-13-12

スペクトリス マルバーン・パナリティカル事業部 1W-13-08

三洋貿易 1W-13-06

プロテリアル 1W-13-20

マテリアルイノベーションつくば 1W-13-21

第4回ナノカーボンオープンソリューションフェア 特別講演



主催者企画特別展示

前回に引き続きピックアップした 研究開発DX特別展示 では、マテリア
ルズ・インフォマティクス(MI)、プロセス・インフォマティクス(PI)、また
シミュレーションソフトウェア等、データドリブンな研究開発とその高度化を
実現するDXソリューションを展開。前回を上回る 13社 の方々にご出
展いただき、来場者に有益な情報をご紹介いただきました。

【実施内容】
・ MIをはじめとした 研究開発DX関連の製品・ソリューションを有する
企業、団体によるブース出展 (リアル出展、オンライン出展)
・ 出展者によるプレゼンテーション (各15分間)

研究開発DX特別展示
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出展企業 小間番号

JSOL 2W-19-01

キャトルアイ・サイエンス 2W-19-02

MI-6 2W-19-03

ダッソー・システムズ 2W-19-04

物質・材料研究機構 2W-19-05

日本システム開発 2W-19-06

SCSK 2W-19-07

計算科学振興財団 2W-19-08

東京大学辻研究室 / 
プロダクト・イノベーション協会

2W-19-09

トヨタ自動車 2W-19-10

データ創出・活用型磁性材料研究拠点 (DXMag) 2W-19-11

CrowdChem 2W-19-12

日立製作所 オンライン



主催者企画特別展示

昨年に続き「ナノテクで加速する量子未来社会」 特別シンポジウムの
開催と併せ量子技術イノベーション拠点10拠点のパネル展示を実施。
2030年量子技術による社会変革に向けた戦略と国産量子コンピュー
タ研究開発最前線として64量子ビットチップおよびNEDOプロジェクト
による量子アニーリング技術の研究開発モックアップが展示されました。

また初の量子ゾーン出展者として世界最大級の量子コンピューティング
企業など3社が出展いたしました。

出展企業 小間番号

量子技術イノベーション拠点（理化学研究所） 2L-22

量子ソフトウェア研究拠点（大阪大学） 2H-26

クオンティニュアム 2N-26

エルエイシステムズ 2Q-26

量子材料技術 / GSアライアンス 2P-26

「ナノテクで加速する量子未来社会」 量子ゾーン
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主催者企画特別展示

nanocellulose TECH ナノセルロース・テック
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植物由来のカーボンニュートラルな材料「ナノセルロース」の実用化と応用
技術を一堂に集める企画として実際の応用事例を集めた立体サンプル
展示のほか、ブースでは製品に取り入れる際の技術相談が活発に行わ
れました。

出展企業 小間番号

相川鉄工 2D-24

カミ商事 2C-22

ナノセルロースジャパン
•大王製紙
•産業技術総合研究所
•第一工業製薬
•吉川国工業所
•堀場製作所
•中越パルプ工業
•富士市CNFプラットフォーム
•花王
•ユニチカ
•北越コーポレーション
•ネイチャーギフト（ヘキサケミカル）
•KRI
•モリマシナリー
•丸住製紙
•王子ホールディングス
•東亞合成
•あいち産業科学技術総合センター
•日本製紙

2E-22

ブッス・ジャパン 2C-23-01

王子ホールディングス 2C-23-02

日本製紙 2C-23-03

ナノセルロースジャパン特別講演
会員企業による様々な製造技術によるセルロースナノファイバーの
特徴と応用事例が紹介されました。



主催者企画特別展示

アカデミアポスターセッション

スタートアップ展示

nano tech 2023 
特別シンポジウム関連展示

業界へ研究成果を広く公開し次の研究ヒン
トや共同研究先の開拓が可能なポスター展
示と15分ピッチで発表いただきました。

優れた技術を持つスタートアップ・ベンチャー
企業の新たなビジネスチャンスを創出すること
を目的に企画、15分ピッチで発表いただきま
した。(4㎡または6㎡)
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スタートアップの持つシーズのビジネス化の実現のほか、研究と産業界のニーズをつなぐ場所としてオープンイノベーションを加速し
新たなビジネスチャンスを創出を目的に実施いたしました。

特別シンポジウムでご講演いただいた研究や
材料などを展示いただき、来場者に講演
内容の理解を深めていただくために企画いた
しました。



講演一覧（特別シンポジウム・主催者企画講演・出展者セミナー・ナノテクノロジー関連会議）

2月1日（水）

2月2日（木）
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2月3日（金）

ナノテクノロジー関連会議 nano week 2023

講演一覧（特別シンポジウム・主催者企画講演・出展者セミナー・ナノテクノロジー関連会議）
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2月3日（金）2月1日（水） 2月2日（木）



会場レイアウト
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出展者一覧
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来場者分析（業種）

ビッグサイト来場者来場者全体

業種業種
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来場者分析（職種）
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ビッグサイト来場者来場者全体

46.7％が
R&D分野

職種

48.0％が
R&D分野

職種
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来場者分析（来場目的）

展示会場来場者
来場者全体

（オンライン含む）



新型コロナウイルス感染対策

昨年度に引き続き日本展示会協会の「展示会業界における COVID-19 感染拡大予防ガイドライン」および東京ビッグサイトの「展示会等
における新型コロナウイルス感染防止のための対応指針」を遵守しガイドラインを定め感染症対策を徹底のうえ開催いたしました。
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来場案内 100,000 部 以上

広報（主催者発信ツール・広告/記事掲載）

主催者発信ツール 広告/記事掲載

出展者取材特集 Nano Insight Japan

新出展者や注目の出展製品・技術について事前取材、
ブース来場を促進しました

事務局メルマガ 57,000 名

プレスリリース

記者発表日と会期1週間前に発行、公官庁やPR 
TIMESで公開しました

日刊工業新聞・日経産業新聞・ニュースイッチ・アドコムメディア・
化学工業日報・科学新聞社・オプトロニクス社・新製品情報・
Q-Mail・イーエクスプレスなど

会期前・リアル展会期中・オンライン展示にあわせ発
信し来場動員に寄与しました。平均週2ペース

発送のほか“e-来場案内” としてデジタルでどこからで
もアクセスできるようにしました

読者層に合わせた広告を展開。紙誌媒体のほか、
デジタル広告を国内外で展開しました

21



その他 展示会におけるサステナビリティ：取り組み事例

当社JTBコミュニケーションデザインは展示会主催・運営会社として、 サステナブルな展示会の開催を推進しています。
サステナビリティ方針、調達コード、運用方法など企画の段階から提案を行い、主催者である企業・団体のサステナビリティの実現に向けた積
極的な取り組み支援を行っています。業界の従来型のエコシステムだけでなく、地域社会とも連携しながら、持続可能な社会の実現を目指し
ます。また、nano techでは展示会のサポート会社と連携し木材の使用を削減したブースの販売等を行い、展示会の脱炭素化にも取り組み
ました。
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展示会場で使用する
電気を再生可能

エネルギーに置き換え

＊CO₂ゼロMICE®
MICEを実施する際に、その
会場で使用される電気を再
生可能エネルギーに置き換え
ることでCO2を実質0にできる

サービスです

➢ 廃棄量の削減
●持続可能な取り組みに賛同するパートナー選定
●廃棄量が削減できるブースデザイン設計

➢ 会場電力
CO2排出量を実質ゼロへ

「 CO₂ゼロMICE ®」＊を導入

トレースできた廃棄量（一部）とリサイクルは以下のとおり
・招待状（紙素材）1,455 kg →再生紙
・特設ステージ（木材） 1,750 kg →パーティクルボード
・ブース（プラスチック）8,200 kg 
→マテリアル リサイクル・サーマルリサイクル

廃棄量削減に向けて次回展示会の
デザイン設計を再考します

木材使用量を削減したブースの販売
廃棄量の把握と公開



主催・後援・協賛

主催:
nano tech実行委員会
株式会社JTBコミュニケーションデザイン

2022年12月21日時点
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次回展 nano tech 2024 のご案内

24

詳しくは事務局まで
nanotech@jtbcom.co.jp


